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CCSBT-ERS/0707/06
CCSBT ERS 7において議論するための海鳥の混獲の削減措置に関するERS WGの勧告案
オーストラリア、ニュージーランド
要旨
CCSBTの漁業における海鳥の混獲削減措置についてCCSBT ERS 6 (会合報告書　パラグラフ50)の議論をふまえ、オーストラリアとニュージーランドは前回会合で作成された決議案(CCSBT ERS 6 別紙 8a)をさらに精査した。精査によって、より効果的な勧告を作成するためにいくつかの変更が必要であることが明確になった。2006年2月以降のFAOのCOFI及びUNGAの成果物はこれらの変更を強く支持している。本文書は、修正についての論理的根拠、CCSBT ERS 7が検討すべき修正勧告及びCCSBT委員会への勧告、並びにERS 6の決議からの変更箇所の説明文を提供するものである。
CCSBT-ERS/0707/07
漁業における海鳥の採捕量の推定

ニュージーランド、漁業省
要旨
ニュージーランドとCCAMLRの漁業における魚類以外の総捕獲量の推定に使用した手法について説明する。オブザーバーのカバー率及びカバー率の代表性によって、多様な手法を使用した。3つの手法の長所、短所について検討する。
CCSBT-ERS/0707/08
CCSBT ERS 7において議論するためのデータ収集及び提供の要件に関するERSの勧告案

オーストラリア、ニュージーランド

要旨
CCSBTの漁業におけるERSのデータ収集及び提供についての委員会への助言の提供に関するCCSBT ERS 6 (パラグラフ47-50)の議論をふまえ、オーストラリアとニュージーランドは前回会合で作成された決議案(CCSBT ERS 6 別紙 7)をさらに精査した。精査によって、より効果的な勧告を作成するためにいくつかの変更が必要であることが明確になった。2006年2月以降のFAOのCOFI及びUNGAの成果物はこれらの変更を強く支持している。本文書は、修正についての論理的根拠、CCSBT ERS 7が検討すべき修正勧告及びCCSBT委員会への勧告、並びにERS 6の決議からの変更箇所の説明書きを提供するものである。
CCSBT-ERS/0707/09
CCSBT ERS 7において議論するためのSBT漁業におけるサメ類の保存管理及び持続的な利用を確保するための措置に関するERSの勧告案

オーストラリア、ニュージーランド
要旨
CCSBTの漁業におけるサメ類の保存管理及び持続的な利用を確保するための措置に関するCCSBT ERS 6 (会合報告書　パラグラフ50)の議論をふまえ、オーストラリアとニュージーランドは前回会合で作成された決議案(CCSBT ERS 6 別紙 8b)をさらに精査した。精査によって、より効果的な勧告を作成するためにいくつかの変更が必要であることが明確になった。本文書は、修正についての論理的根拠、CCSBT ERS 7が検討すべき修正勧告及びCCSBT委員会への勧告、並びにERS 6の決議からの変更箇所の説明書きを提供するものである。
CCSBT-ERS/0707/10
生態学的関連種に関係する他の国際機関の実施状況のレビュー:第6回生態学的関連種作業部会以降の最新情報
ジェームス・ウッドハムズ、イローナ・ストブツキー
要旨
本文書は、みなみまぐろ保存委員会の第7回生態学的関連種作業部会(ERSWG)のために、生態学的関連種(ERS)に関係する他の国際機関の実施状況、特にサメ類及び海鳥類についてのデータ要件及び勧告について概説した従前の提出文書(CCSBT-ERS/0602/04)の最新版として用意された。ERSWGに関係のある最近の国際的な取極/義務を次に要約した。
· 2007年1月26日、神戸において、マグロ類地域漁業管理機関(RFMOs)合同会合は、RFMOの機能を改善するため緊急に取り組むべき主要な分野と課題を特定したRFMOs行動計画に合意した。
-
情報、資源評価、その他の関連する情報の、正確かつ時宜を得た改善、共有、発信
-
偶発的に混獲される非対象種に関する改善された情報収集、高度回遊性魚種の漁業が生態学的関連種、特に海亀、海鳥及びサメに与える有害な影響を最小化する措置の策定を含む、漁業管理への予防的アプローチ及び生態系アプローチの適用
-
RFMOの管理下にあるサメ類の資源評価と適切な管理措置の策定
また、神戸会合は5つのRFMOsが可及的速やかにパフォーマンス・レビューに取り組むことに合意した。このレビューは他の国際機関において実施されている関連規定のカバーという基準を含む。
· 第61回国連総会では、ERSに対する漁業(とりわけはえ縄漁法)の影響について明確に言及し、データ収集及び影響に対処するための管理措置を奨励する決議(10, 62, 96)が通過した。
· 第27回FAO水産委員会においては、責任ある漁業のための行動規範の履行、漁業への生態系アプローチ及びRFMOsの強化が議論された。
· ERSに関連したRFMOsが採択した最近の措置。2006年、中西部太平洋まぐろ類委員会(WCPFC)及びインド洋まぐろ類委員会(IOTC)は、はえ縄漁業における海鳥混獲の削減について、拘束力のある決議/保存管理措置を採択した。  これらは緩和措置の使用を義務付けている。WCPFCの決議は複数の緩和措置の使用が必要としている。また、WCPFCはデータ収集と保持されたサメ類の完全利用を確保する措置を含むサメ類に関する拘束力のある決議を採択した。また、IOTCとWCPFCのウミガメに対する措置も用意した。2006年、大西洋まぐろ類保存国際委員会(ICCAT)は、進捗と実施状況の年次報告を求めるため、サメ類に関する2005年決議を改正した。
本文書は、生態学的関連種について、ERSWGがみなみまぐろ保存拡大委員会に対する勧告の議論と進展を助力することを意図とする。
CCSBT-ERS/0707/BGD01
(CCSBT-ERS/0602/09)
はえ縄漁業における海鳥類の偶発的捕獲の回避及び/又は緩和措置方法論
のレビュー
要旨

漁業によってもたらされる偶発的死亡を緩和するための方法に関する情報は、地方、国家的、国際的なメディアなど様々なもので報道されてきた。この報告書ははえ縄漁具との海鳥類の接触及び死亡率を減らすためのレビューの結果を提供するものである。ニュージーランド漁業に適用されているこれら緩和措置は評価され、漁業管理に対する勧告が行われ、またニュージーランドにおけるさらに調査する水域が認識された。ニュージーランド漁業において焦点をあてたこのレビューに関しては、その調査結果は全世界のはえ縄漁業に適用可能であろう。緩和器具の適正及び有効性に影響を与える要因には、漁業、漁船、位置、海鳥類の集合状態及び年間における時期（すなわち季節）が含まれる。従って、すべての漁業に対する海鳥類の混獲を削減又は排除するための一つの手品のような解決方法は無い。現実的には複合した方法が必要となり、かつそれぞれの漁業において海鳥類の混獲を削減するために各漁船において緩和技術を改善する必要があるであろう。廃物及び廃棄に関し、その保持又はその戦略的な管理は海鳥類の混獲を回避する可能性を持っている。その他、海鳥類混獲緩和方法として推薦されるものは、組になった鳥威嚇ライン、加重ライン及び夜間投縄がある。

CCSBT-ERS/0707/BGD02
(CCSBT-ERS/0602/04)

生態学的関連種に関係する他の国際機関の実施状況のレビュー：サメ類及び海鳥類のためのデータ収集及び勧告

要旨

この報告書は2006年2月20-23日に開催される第6回生態的関連種作業部会のために用意されたものである。この報告書は、SBT漁業による生態学的関連種（ERS）への影響を監督し減少させる勧告をCCSBTメンバー国において発展させるため他の国際的な実施状況の概観を説明するものである。特に、この報告書は、(i) ERSへの影響をモニター及び評価するためのデータの要件及び(ii) サメ類及び海鳥類の混獲を減らす勧告に関し焦点をあてている。
10個の主な国際的な実施状況の概説及びERSに関し行動を推薦している関係する他の機関をあげた。

CCSBT-ERS/0707/Info 01
ニュージーランド漁業におけるERSデータの報告に関する様式の開発
ニュージーランド、漁業省
要旨
ニュージーランドの国内漁業用に現在開発中の漁業者向けERSデータ報告様式の例を添付した。報告は魚類以外の保護されている混獲種に課され、送付されてくる漁獲と努力量のログブックに関連付けられる。
CCSBT-ERS/0707/Info 02
ニュージーランド漁業におけるERS種の同定に関するガイド

ニュージーランド、漁業省
要旨
ニュージーランドの国内漁業用に現在開発中の魚類以外の保護されている種をコード化する漁業者向けガイドの例を添付した。報告は送付されてくる漁獲と努力量のログブックに関連付けられる。魚類以外を混獲した漁業者に課すべき報告要件を開発するCCSBT ERSWGの議論を促進するため、ガイド案と関連する様式を提供する。
CCSBT-ERS/0707/Info 03

WCPFC – 中西部太平洋におけるサメ類の保存管理措置
保存管理措置2006-05
CCSBT-ERS/0707/Info 04
WCPFC -海鳥類に対する高度回遊性魚類資源漁業の影響を軽減するための保存管理措置

保存管理措置2006-02
CCSBT-ERS/0707/Info 05

ニュージーランドのサメ類国家行動計画草案
要旨

ニュージーランドの利害関係者との協議をふまえ作成されたニュージーランドのサメ類国家行動計画草案を添付した。サメ類の保存と持続的利用を確保に資するニュージーランドの規定が文書化され、将来提案される方策を述べている。本文書は、利害関係のある読み手に対する可読性を改善するための修正課程にあり、2007年7月から8月の間に利害関係者のインプットをもとに変更されることがある。
CCSBT-ERS/0707/Info 06

遠洋はえ縄漁業における海鳥類の偶発的捕獲(又は混獲)のためのオーストラリアの2006年驚異削減計画
イアン・ヘイ、イローナ・ストブツキー
要旨
本文書は、はえ縄が海鳥を混獲する影響に対処するためのオーストラリアの主要な政策書、2006年驚異削減計画(TAP 2006)を提供する。
遠洋はえ縄漁業における海鳥類の偶発的捕獲(又は混獲)は、オーストラリアの法の下、主要な脅迫的プロセスとして1995年7月24日に掲載された。主要な脅迫的プロセスとは、絶滅の恐れのある種に悪影響を与えるか、又は種を危険にさらしうることを指す。法の定めに従い、遠洋はえ縄漁業における海鳥類の偶発的捕獲(又は混獲)のための驚異削減計画が、策定され、環境大臣によって1998年8月2日承認された。驚異削減計画(TAP)は2003年8月に失効しレビューされた。第一期TAPの規定は、新TAPが発効するまで、オーストラリア政府が管理するすべての漁業に引き続き適用される。
添付した2006年驚異削減計画はレビューの成果物である。1999年環境保護及び生物多様性保存法(EPBC Act)の要件に合致し、オーストラリア水域において海鳥類に対するはえ縄漁業活動の影響を緩和するための国家行動と協調するように作成された。これはオーストラリアの主権の及ぶすべての漁業に適用されている。
第一期TAPの発効以降、海鳥混獲の軽減は著しい進展を遂げた。はえ縄の夜間投縄と鳥を威嚇するロープの使用は、高リスク水域において現在義務付けられており、また新たな軽減措置の開発と試験がこの3年実施されている。多くの漁業が1000鈎あたり0.05羽の最大許容率を十分に下回る偶発的捕獲率を記録しており、この4年間混獲がゼロであった漁業も1業種あった。しかしながら、いくつかの遠洋漁業においては、目標を達成するために他のアプローチを必要とすることが明らかになっている。TAP改正では、従前の軽減措置義務化の規定にかわって、個々の漁業に性能指数を設定し、漁業管理者及び漁業会社に対して、これを達成するための‘実績ある軽減措置’を求めている。性能指数を達成できなかった場合には、特定レベルまで混獲を削減するために規定の管理措置を導入し、改正された管理手法が成功しなければ、究極的には全面又は一部禁漁となる。

この情報は委員会による混獲緩和措置のさらなる開発と導入を助力するために提供された。
CCSBT-ERS/0707/Info 07

サメ類の保存管理のための国家行動計画の実施状況
ジェームス・ウッドハムズ、ケビン・マクロクリン、イローナ・ストブツキー
要旨
オーストラリア農漁林業省(DAFF)は、FAOのサメ類保存管理の国際行動計画に対する国内の反応及びオーストラリアのサメ類保存管理の国家行動計画(サメ計画)の開発について調整を行った。サメ計画は、関係者からなるサメ類アドバイザリー・グループの成果を受け、2004年に発表された。サメ類実施検討委員会(SIRC)は、サメ計画の実施と検討のための方針を作成する責務を負っている。

CCSBT-ERS/0707/Info10

サメ類、エイ類及びガンギエイ類の管理における生活史戦略の適用

ジオ・ゼン・ダイ、X.L.ファン、N.Z.シ、イ・スン・ニ

要旨
サメ類、エイ類及びガンギエイ類は、軟骨魚綱の板鰓亜綱に属している。それらは卵生、卵胎生及び胎生といった多様な再生産の生活史戦略を有している。本研究の目的は、再生産パターンによって管理するために、それらが異なる再生産モードに適応させるための別個の戦略を有するか否かを調査することにある。本研究においては、個々の種から最大8の生活史特性(LHT)を抽出した。漸近全長(LX)、成熟時体長(Lm)、子孫サイズ(Lb)、寿命(AX)、成熟年齢(Am)、von Bertalanffy式成長係数(k)、瞬間自然死亡率(M)及び繁殖率(f)である。LHTは個別的、相関的、集合的に分析された。再生産分析には448種の板鰓類を用いた。選択された6つのLHTの主成分分析における、時間、サイズ及びk&M係数といった新たな3つの係数によって総分散の98.6%が説明された。その後、識別分析を再生産モードの検証に利用した。卵生、卵胎生及び胎生の混ざる板鰓類及びエイ目において、71から95%の分類の補正が得られた。サメ類、ガンギエイ類及びエイ類における統計的に有意な再生産の生活史パターンは、複数種漁業管理の基礎として活用でき、さらに希少及び未知の種の管理措置を補いうる。
CCSBT-ERS/0707/National Reports-New Zealand
ニュージーランド国別報告書:ニュージーランドのミナミマグロはえ縄漁業における生態学的関連種
2004–05から2005-06漁期
序説
ニュージーランドのみなみまぐろ(SBT)漁業は開始以来、EEZの中で、手釣り、ひき縄及びはえ縄により行われてきた。近年では、ほとんどのSBTが表層はえ縄漁業により漁獲されており、ごく一部がひき縄又はホキを対象とした中層トロールにより混獲されている。最近まで、国内漁業は様々な漁船によって行われており、これには数多くの個人所有の小型船、超低温機能を備えた何隻かの外国製の大型漁船及び2から4隻のニュージーランド企業に用船された日本の遠洋はえ縄漁船が含まれる。2004年10月1日まで、用船とニュージーランド船は、ニュージーランドのSBT漁獲割当を互いに競合しながら漁獲していた。
SBTは3月/4月から8月/9月まで季節的にニュージーランド水域に出現する。 漁場は北島東岸沖南緯42度及び南島西岸沖南緯42度の二つである。2003/04漁期における月ごと、緯度別のSBT漁獲の分布を図1に示した。図1は、2003/04漁期において、いくぶんか漁期が早かったこと及び東岸より西岸で大きな漁獲があったことを示唆している。
国内船は周年操業している。それらの船は、ビンナガを対象にニュージーランド北方水域で1月から3月の間操業し、その後南下し、ミナミマグロとメバチを対象に南緯40度以北で操業する。1991-92漁期以降、ニュージーランド水域で操業するほとんどの船が、自主的に夜間投縄を実施している。1993年にはトリラインの使用が義務付けられた。2007年には夜間投縄も義務化となる。漁獲サイズ、操業計画及び混獲についての自主的な規制の下で操業を行っている船もある。
日本の用船は、ミナミマグロを対象に、ニュージーランド南方水域で主に3月から6月の間操業している。それらの船は、1990年代後半まで、7月から8月の間は南緯38度周辺まで北上しミナミマグロ及びメバチを対象としていた。ここ数年、北方水域の漁船の努力量は多くないが、一つの要因として、この水域における海鳥類の捕獲が増加するという可能性があげられる。この船団は、数ある措置のなかでもとりわけ、北方水域で捕獲しがちな一部の“危険な状態にある”海鳥のほとんどの種類について許容捕獲数を制限することを含む自主的な規制に従っている。
シャーク、シマガツオ、ビンナガ及びフリソデウオといった非対象魚は、まぐろはえ縄の混獲として多数漁獲される。8分類群の海鳥が2005年及び2006年において混獲され、その種の保護状況は希少から豊富に及んでいた。これはそれ以前の2年間における11分類群から減少している。ニュージーランドオットセイは2003年及び2004年のSBT漁業の間捕獲されたが、そのほとんどは生きて放流された。2005年には18頭、2006年には12頭のオットセイが捕獲された。また、クジラ類の偶発的な捕獲が報告されたが、生きて放流された。
CCSBT-ERS/0707/National Reports-Australia
オーストラリア国別報告書: オーストラリアのミナミマグロ漁業における生態学的関連種
ベンズリー、ストブツキー、マーフィー
序説
みなみまぐろ漁業(SBT漁業)、東部まぐろ・かじき漁業(ETBF)及び西部まぐろ・かじき漁業(WTBF)の3つの業種がミナミマグロ(SBT)を種々の量漁獲している。これらの漁業は異なる特徴と管理計画を有し、それゆえ本報告書では個別に取り扱った。SBT漁業は小型のSBTに対しまき網漁法を利用している。漁獲に続き、これらの魚は取りあげまで成育用ケージに移送される。ETBF及びWTBFはともに遠洋はえ縄漁業で偶発的にSBTを漁獲している。これらはえ縄漁業の主要対象魚は、キハダ(Thunnus albacares)、ビンナガ(Thunnus alalunga)、メカジキ(Xiphias gladius)及びマカジキ(Tetrapturus audax)である。
オーストラリアは、副産物又は混獲として、生態学的関連種又は非対象の漁獲物を特定している。副産物種はときに保持され販売されるのに対し、混獲種は洋上で投棄される。また、混獲種は保護されている種の混獲を含みうる。はえ縄漁業は、比較的選択的であるが、複数種漁業でありサメ類を含む様々な魚を漁獲し、多くの海鳥類と相互に作用する。これらの漁業における非対象魚類の漁獲物の多くは、副産物と考えられ、地方市場に水揚げされる。商業的価値が低い又はない魚種の投棄は、これまでも管理イニシアチブの中心にあったが、AFMAは、最近、割当魚種は投棄させず、非割当魚種の投棄の相当量の削減を求めることを規定したオーストラリア漁業における混獲に対処するAFMAガイドの実施を開始した。はえ縄漁業とは対照的に、SBTのまき網漁業はERSへの相互作用は非常に少ない。まき網漁法の性質上、対象の漁獲物を十分に特定でき、結果として副産物種又は混獲種を漁網に収めることは少なくなる。
はえ縄で漁獲されるSBTがオーストラリアのSBTの総漁獲量のごく一部(1パーセント未満)であっても、オーストラリアはすべてのはえ縄漁業にまたがる海鳥への相互作用と捕獲数の程度を削減するために尽力している。政府と業界のイニシアチブを通じて、海鳥の混獲の発生率は近年著しく減少している。はえ縄業界は海鳥個体群への影響を減少させるための新しくかつ革新的な方法の開発を続けている。
本報告書は、2005年12月1日から2006年11月30日までの2005-2006年SBT漁期のオーストラリアSBT漁業のERSに関する情報及びデータを包含している。蓄養のSBT漁業は、通常各年の12月から3月まで行われる。はえ縄漁業の報告データは、オーストラリアの会計年度である7月1日から6月30日と定義されるはえ縄漁期をなす。はえ縄のSBTとの相互作用は、主として5月から10月の冬季に見られる。
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2004-2005年における生態学的関連種に関する台湾の国別報告
台湾漁業署
序説
みなみまぐろ(SBT)は1970年代から台湾の遠洋はえ縄船によって漁獲されている。初期には、SBTは混獲魚種にすぎなかったが、超低温冷蔵庫の開発の結果、そのような冷蔵装置を搭載した漁船が1980年代後半から季節的に本種を対象とし始めた。
漁船設計上の制約のため、台湾船の大半は非常に低水温で強い波のある水域での操業は不可能である。台湾のSBT船団の漁場は南緯25度から45度の間である。
SBTの生態学的関連種(ERS)に関する情報及びデータを含む本報告書は、2005年における科学的オブザーバーによって報告又はサンプリングされたものである。
